
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

印度學佛教學研究第 64 巻第 1 号　平成 27 年 12 月 （159）

モ ハ マ ッ ド ・ ナ リ ー 出土仏説法図 と 『大阿弥陀経』

壬 　生　泰　紀

0． は じめ に　 ラホ ー ル 博物館蔵の モ ハ マ ッ ド ・ナ リー 出土 仏説法図 （所蔵番号

G155
，
3−4 世紀）は ， 高さ 119　cm ， 幅 97・cm とい う大構 図 の 複合型浮彫で ある （cf

Haエris・n 　and 　Luczanits　2012：197− 199
，
　figs．1−4）． ガ ン ダ

ー
ラ仏教美術 の 中で も有名 な作

品の
一

つ で あ り， 古 くよ り研究者か ら関心が よせ られ て い る． 近年の 当該浮彫の

モ チ ー
フ に 関す る 研 究 史の 整理 に よ れ ば ，   「舎衛城 の 神変」説 （e ．g．，　F・ucher

l909），   「大乗 的仏 陀の 神変」説 （e．g．，　R・senfield 　 1967：235−238；IU・i　1991 ，
　2011；宮治

2010：147−152），   「阿弥陀仏 国土 」説 （・．g．，　Hu ・tingt・n　1980；荒牧 2008；能仁 2011；Harrison

and 　Luczanits　2012），   「阿闕仏 国土」説 （Sch・pen　2005 ：273−274，
　n ．　50）の 4 つ に大別

で きる （cf ．宮治 2010：120− 158；Harrison・and ・Luczanits・2012：71−73）． こ れ らの うち，現在

で は  と  の 両説 が有力視 され て お り， い ま もなお そ の 是 非 をめ ぐっ て 議論 され

て い る．

　「大乗的仏 陀の 神変 」説 とは ， 種 々 の 大乗経典 （〈法華経＞1）
， 〈如来蔵経〉，樺 厳

経〉，etc ．）に 見 られる 大乗 仏教 的な仏 陀 （釈尊 とする見 方が多い ）に よ る神変 に 当該

浮彫の モ チ ー
フ を求め た説で あ る．

一方 ， 「阿 弥 陀仏 国土 」説 とは， 当該浮彫 の モ

チ ー
フ が浄土 三部経 ， 特 に 〈無量寿経〉の 最古訳 『阿彌陀三 耶三 佛薩樓佛檀過度

人道經』（T．　12，no ．362；以 下 『大 阿 弥陀経』と称す）に見 られ る 阿弥陀仏 とその 国土の

描 写で あ る と解釈す る 説で ある ． もし も当該浮彫が 阿弥陀仏 国土 をモ チ ー フ に し

た作品で あれば ガ ン ダ ー ラ仏教美術にお ける稀少な阿弥陀信仰をあ らわ した作

例 となるた め， こ の モ チー
フ の 解 明は重要な課題で あ る．

　 さて ，両説 と もに重大 な問題 を有 して い る ． そ れ は モ チ
ー

フ と 合致 しない 図像

表現が い ずれ の 説 を採 っ て も確認 され る こ とで あ る．こ の 問題が 当該浮彫の モ チー

フ を同定する際 大 き く立ちは だか るの で ある．結論を先に提示 して お くと， 『大

阿弥陀経』の 終盤 （316b23−317a4）に見 られ る よ うな 「阿弥陀仏 国土 の 顕現」の 場

面が 当該浮彫の モ チ ー フ で あ る と筆者 は考 え て い る ． こ の よ うに解釈 した場合 ，

一 366一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

（160） モ ハ マ ッ ド ・ナ リ
ー

出土仏説法図 と 「大阿弥陀経』 （壬 　生 ）

浮彫中に こ の 場面 と合致 しない 図像 表現 が含 まれて い た として も問題 とな らない

の で ある． すで に こ の 場面 と当該浮彫 との 関係性 に つ い て は論 じ られ て い るが ，

上 記の 視 点 か らの 論考 は な され て い な い （e ．g．，荒 牧 2008： 144− 151；能仁 2011 ： 213−

215）． そ こで ，本稿 で は， 『大阿弥陀経』を手掛か りに， まず 「阿弥陀仏国土 の 顕

現」 の 記述 を確認 し ， そ こ に は 見 られ ない 図像表現が取 り込 まれ た背景につ い て

論考する．加えて ，
こ の 場面が図像化 へ と向か う可 能性 につ い て も検討す る． 以

上 の 考察 に よ り， モ ハ マ ッ ド ・ナ リ
ー 出土仏 説法図が 主 と して 「阿弥 陀仏 国土 の

顕現 」の 場 面 をあ らわ した作品で あ るこ とを論証 した い
2＞．

1． 『大阿弥陀経』所説 の 「阿弥陀仏国土 の 顕現」　 まず 厂阿弥陀仏 国土 の

顕現」の 冒頭 （316b23−c3）を以下 に 引用す る ．

　佛告阿難．「我哀若曹，令悉見阿彌陀佛及諸菩薩 ・阿 羅漢所居 國土．若欲見之不 ？」

　 阿難即大歡喜長跪叉手言．「願皆欲見之 1」

　佛言．「若起更被袈裟，西向拜，當 日所沒處，爲阿彌陀佛作禮，以頭腦著地言． 『南無阿

　 彌陀三耶三佛檀』．」

　 阿難言．「諾 ！　 受教 ．」

　即起更被袈裟，西向拜， 當日所沒處 ， 爲彌陀佛作禮，以頭腦 著地言 ．『南無阿彌陀三 耶三

　佛檀』．阿難未起，阿彌陀佛便大放光明威神．則遍八 方上 下諸無央數佛國．

こ こ で は まず ， 阿弥 陀仏国土 を見 た い とい う阿難た ち の 願い に応 える 形で ，釈尊

はか れ らに西 に向か っ て 礼拝 ・称名す る こ とを勧 め る． す る と次 の 瞬 間 ， 阿 弥陀

仏が娑婆世界に 向けて 光明 を放ち，阿 難たちは それ を目の 当た りに す る の で ある．

　 さて ， 当該浮彫の 上 か ら 2 段 目の 右端に ， 岩座 に坐 した釈尊が比 丘 に何 か を説

示 して い る場面 （「説示する釈尊」）が ある． こ の 図像表現は ， 先の 場面 の 冒頭 にお

ける阿弥陀 仏 国 土 を見せ よ うとす る 釈尊 と， 指示通 りに 礼拝す る阿難 とに同 定で

きる ． そ して ， その 釈尊が 指 し示す先には ， 転法輪印 を結 ん だ主尊が 大蓮華座 に

坐 して い る （「大蓮華座 に坐す主尊」）． こ の 主尊は図像学的 に は仏 の 放光 をあ らわ し

て い る との 指摘 が ある （宮治 2010 ：438−443）． した が っ て ， 光 明を主 た る 徳性 とす

る 阿弥陀仏 が 自身の 国土 中あるい は 娑婆世界 に 光明を放 つ 様子が こ の 主尊に投影

されて い る とも解釈で きる． つ ま り，
この 主 尊は先の 場 面で 阿難たちが 目の 当た

りに した阿 弥陀仏 で ある と十分 に 考 え られ る 3）． 一 方で ， 以 上 の 両 図像 の 関係性

を勘案すれ ば ， 「大乗的仏 陀の 神 変」説 に多 く見 られ る主尊を釈尊 とす る見解 に は

難が ある とい える．

　で は再び本経典所説の 「阿弥陀仏国土 の 顕現」の 場面に戻 り， 最後の 記述 に 注

目 した い ． そ こ に は以 下 の 釈尊 と阿 難 との 問答 （316c28− 317a4）が存在 す る．
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佛告阿難阿逸菩薩等．「我説阿 彌陀佛及諸菩薩阿 羅漢國上 自然 七寶，儻無有異乎 ？」

阿難長跪叉 乎 言．「佛説阿彌陀佛國土快善．如佛所言，無有
一

異、」

佛言．「我説阿彌陀佛功徳國土快善，書夜盡
一

劫， 尚復未竟．我但爲若曹小説之爾．」

阿 難た ちが 釈尊の 奨励 と阿 弥陀仏 の 光 明 に よ っ て 目の 当た りに した 阿弥陀仏の 特

質や 国土 の すば ら しさ と， こ れ まで 釈尊が 説い て きた それ らの 様相 とが
一

致 して

い た こ とが， こ の 問答 よ りうか が える ． つ まり、 こ こ で 阿難た ちは釈尊が説い て

きた 阿 弥陀仏 に関す る教説 その ままを自身の 目で 確認す る の で あ る．換 言す れ ば

本経典全体 に説か れ る阿弥 陀仏 に関す る教説はすべ て ， こ の 場面 に集約 され る こ

と に なる ． こ の こ とは 当該浮彫 を解釈す る 上 で 重要 となる ． 当該浮彫が こ の 場面

を全体の モ チー
フ と した場合 ， その 中に あ らわされた諸図像 は

， 『大阿弥 陀経』（さ

ら に は 〈無量寿経〉諸異本） に 確認 され る もの で あれ ， され ない もの で あれ， それ

らすべ て が 阿弥陀仏 国土 をあ らわす構成要素 と して 許容 され るの で ある．つ ま り，

厂阿弥陀仏国土 の 顕現」とい うモ チ ー
フ は， 〈無量寿経〉に は見 られ ない 図像表現

を取 り込 む こ とを， 延い て は， そ うして 制作 され た複合型 の 浮彫を阿 弥陀仏 国土

の 全容 と見 なす こ とを も可 能に して しまうの で ある． そ の最大 の 要因 は， こ の場

面 が釈尊に よ る保証の もとで 阿 弥 陀仏 国土 の 全容で あ る と理 解可 能 とな っ た こ と

で 生 じた解釈の 融通性 に求め る こ とがで きる，

　以上
， 「阿弥陀仏国土の 顕現」 の 描写 や意義 に 鑑 み れ ば

，
こ の 場面が モ ハ マ ッ

ド
・
ナ リ

ー 出土 仏説法 図の モ チ
ー

フ で あ る と解釈す る こ とが で きる
4）．

2． 「阿弥陀仏国土 の 顕現」の 図像化の 背景　 『大阿弥陀経』の 末尾 に教説の

受持 に関す る記述が確認 され る． そ こ に先の 場 面 との 関連が うか が え る文言が あ

る。 それ は 「我般泥沮去後， 汝曹及後 世人， 無得復 言． 『我不信 有阿彌陀佛 國』．

我故令若曹悉見阿彌陀佛 國土」（317c3−5）とい う文言で ある． こ こ で 阿難た ち大衆

や 後世 の 者たちが 阿弥陀仏 に関する教説に対 して 疑念 を懐か ない よ うに ， 阿弥陀

仏 国土 を余す こ とな く見せ た こ とが釈尊 自身 よ り明言 され る． その あ とに ，正 し

い 教 え （阿弥陀仏 に関する教説）の 受持 が勧 め られ る ． こ の こ とか ら 「阿弥陀仏 国

土 の 顕 現」 は， か の 仏 に対す る疑念 を防 ぐだ けで な く， その 教 説が後世 へ と正 し

く受持され て い くた め に も重要な役割を担う説示 と い える ． つ ま り， 阿 弥陀仏 に

関す る教 説 を視覚的に示す こ とで ， それ に対す る大衆や 後世 の 者た ちの 疑念 を防

ぎ， か つ 受持 させ る
，

とい う組織的 な説示が こ こ に確 認で きる の で ある ．

　こ の よ うな視覚的側面 は 『大 阿弥陀経』 に遅 れて翻訳 （ある い は 改訳） された

『無量清淨平等覺經』 （T．・12，
n・．361）に も同 じく確認される ， しか し

， 『無量壽經』
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（T．　12，n ・．360）以 降成立 の 〈無量寿 経〉諸異本 にお い て は そ れ が変容す る ． まず，

「阿弥陀仏国土の 顕現」の場面 は改編され，かつ 阿弥陀仏国土 を顕現 させ た意図を

述 べ る文言は な くな る （cf．香川本：342−347
，
364−365）， また

， 阿弥陀仏国土 が 顕現す

る上 で 重要 となる阿弥陀仏 の 徳性 で ある光 明に 関す る記述 も簡素化 され て しま う

（cf ．香川本 ： ll4− 115，172− 177）． そ の
一

方で， 阿弥陀仏 の 名号に 関する記述 が増広す

る ． た とえば ， 24 か ら 48 へ と増設 され た法蔵菩薩の 誓願 の 約半数が 阿弥陀仏 の

名号 を聞 くこ とに言及 して い るの で ある （cf 香川本 ：136− 141
，
144−151）．

　以 上 の よ うに ， 〈無量寿経〉の 初期に配 され る 『大 阿弥陀経』で は説示方法 と し

て 「阿 弥陀仏 国土 の 顕現」 とい う視覚的側面 を もつ 方法が 用 い られ て い たが ， 後

代の 〈無量寿経〉の 担い 手は視覚的な もの で は な く聴覚的な説示 方法を採用 して

い くよ うに な る t す わな ち， 〈無量 寿経〉の 展 開に お い て，説示方法が 視覚的 な も

の か ら聴覚的 な もの へ と変容 して い くの で ある． こ れ はお そ らく，文書 あるい は

口 頭で 伝承 され る経典の性質上 内在す る， 教説 の 視覚化 の 限界 とい うこ とが 大 き

く関わ っ て い る と思 われ る．その よ うな背景の もと， 〈無量寿経〉が後代 に聴覚的

な説示方法 を採 っ て い く
一

方で
， その 初期 に 見 られ た視覚的側面 は教説の 説示 を

経典か ら図像 に 表現 の 場 を移 し，結果 と して ， その 最た る もの で あ っ た 「阿弥陀

仏 国土の 顕現」の 場面が図像化 され る にい た っ た ， と推測 され る．

3．おわ りに　本稿にお い て ， 『大阿弥陀経』の 記述 を手掛か りに して ，モ ハ マ ッ

ド ・
ナ リ

ー 出土仏説法図を 「阿弥陀仏 国土の 顕現」の 場面が あ らわ され た作 品 と

解釈す る妥 当性 につ い て検討 を加 えた． そ の 結果 以 下 の こ とが 指摘 で きる．  

当該浮彫中の 「説示する釈尊」と 「大蓮華座 に坐す主尊」は ， 「阿弥陀仏 国土 の 顕

現」の 場面 に見 られ る釈尊 と阿弥陀仏 の 関係性 と よ く
一
致す る．   阿弥 陀仏 に関

す る 教説が 集約 され た 「阿弥陀仏 国土 の 顕現」 の 場面 を浮彫 の モ チ ー
フ と し た場

合 ， 経典中 に確認 され ない 図像 表現 も阿弥陀仏 国土 をあ らわす構 成要素 と して許

容 され る．   〈無量寿経〉の 初期で は 「阿弥陀仏国土 の 顕 現」に見 られ る よ うな

視 覚的 な説示 方法を採 っ て い る．
一 方 で ， 『無量 壽經 』以 降 成立 の く無量 寿経〉諸

異本で は聴覚 的な説示方法 を主 と して い る．

　以上の 3点 よ り， 当該 浮彫 を 「阿弥陀仏国土 の 顕現」の 場面が表現 され た作品

と見なすこ とが で きる． そ の 背景として ，〈無量寿経〉の 展開にお い て，そ の 初期

に 見 られ る視覚的側面 に よ っ て 教説 の 図像化 が推 し進め られ， それ に適 した 「阿

弥 陀仏 国土の 顕現」の 場面が 浮彫の モ チ
ー

フ として採用 され た こ とが 考えられ る．

その ように して制作 された当該の 複合型浮彫 は ， 当時の 人々 に ， 阿弥陀仏 国土の
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全容が あ らわ され た もの と して 受け止 め られて い た ， と推察され る 5）．

1）本稿で は ， 〈 〉で 括 っ た経典名 は梵本 ， 蔵訳，諸漢訳の もとに な っ た種 々 の 原本 を

総称す る経典名 と して 用 い る．　　　 2）　『大阿弥陀経』 を比定 に用 い る妥当性に つ い て

は，同時代 の 阿弥陀三 尊と思 わ れ る像 （リ ング リン グ博物館蔵） に関 して論じた際に述

べ たこ とと重複するの で ，そちらを参照 された い （拙稿 2014 ：375−374， n ．8）．　　 3）『大

阿 弥陀経』 に は，阿弥陀仏 が 大蓮 華座 に坐す様子 （305c3 − 5）や 説 法す る 様子 （e．g．，
301al6−20，307a21−25，307b22−29）が 描写 されて い る．　　　 4）他仏 国十の 顕現が 描か

れ る 経典は他に も確 認され る （e．g ， 〈法華経〉，〈阿闕仏国経〉，小 品系 〈般若経〉）． しか

し，それ らの 記述 は，「説示する釈尊」 と 「大蓮華座に坐 す主 尊」の 両図像の 関係性 と必

ず し も同定で きる わ けで は な い た め ， 当該 浮彫の モ チ ーフ と解釈 す る に は 問題 が あ

る．　　　 5）当該浮彫 と類似する ガ ン ダー
ラ 出土の 複合 型浮彫が い くつ か 存在する．た

とえば，チ ャ ンデ ィ ガ ル 州立博物 館蔵 （所蔵番号 572）や ペ シ ャ
ー

ワ ル 博物館蔵 （所蔵番

号 2785）の 浮彫 な どで ある （cf．・Harrison・and ・Luczanits・2012：89−91
，
201−202，　figs，7−8）．

〈参考文献
一

覧〉

〈
一

次文献〉

香川孝雄編 「無量寿経の 諸本対照研 究』永田文昌堂， 1984 （＝ 香川 本）

〈二 次文献＞

Foucher
，
　Alfred．1909．‘‘Le ‘Grand　Miracle’du　Buddha 　b　Cr互vastT．” Journal　Asiatique

，
5−78．

Harrison
，　Paul ，　and 　Christian　Luczanits．　2012．　‘cNew

　Light　on （and 価 m ）the　Muharnmad 　Nari
Stele．”『浄 土教 に関する特別国際 シ ン ポ ジウム』龍谷大 学 ア ジア 仏教 文化研 究セ ン タ

ー
，

69− 127
，
197−207．H ロ ntington

，
　John　C，1980．‘’A 　Gandh 巨ran 　Image　of 　Amit蕊yus

’
Su  avati．”

Annali　dell　7stituto　Orientale　di　Napoli　40 ： 651−672，　R血i
，
　Juhyung ．1991．“Gandh 互ran 　Images

of 　the
‘Sravasti　Miracle’：An 　lconographic　Reassessment．” PhD　diss．

，
　University　of 　California．

Rhi
，
　Juhyung 。2011．“ Complex 　Steles：Great　Miracle

，
　Paradise，　er　Theophany？” In　The　Buddhist

Heritage　of 　PaktStan’ Art （〜f　Gandhara
，
　ed ．　P．　Adriana　et　aL

，
65−72，　New 　York： Asia　Socjety

Muse   ．　Rosenfield，　John　 M ．1967．翫 1加 ∫∫lo肋 ∫ （ゾ伽 κ〃吻 π∫，　Berkeley　and 　Los
Angeles：Unlversity　of　California　Press．　Schopen ，　Gregory．20e5．　Figments　and 　Fragments （〜f
Mahdyjna　Buddhism 　in　India’ 、Vore　Collected　I）

apers ．　Honolulu ：University　of　Hawai‘i　Press．

荒牧典俊 2008 『ブ ッ ダの こ とばか ら浄土 真宗へ 』 （京都光華女子大学真宗文化研究所編）

光華選書 5，自照社出版．能仁正 顕 2011 「阿弥陀仏像の 源流 を求め て
一 ガ ン ダー

ラの三

尊像一
」能仁正顕編 『西域　　流沙に響 く仏教の 調べ 一 』龍谷大 学仏 教学 叢書 2，自

照社出版， 199−223．壬生泰紀 2014 「ガ ン ダ
ー

ラ 仏 三 尊像 にみ られ る尊名 一 『大阿 弥陀

経』所説 の 阿弥陀仏 との 関連に つ い て 　　」 『印仏研』 63 （1）：378−374．宮治昭 2010 『イ

ン ド仏教美術史論』 中央公論美術 出版．

〈キ ー
ワ

ー ド〉　ガ ン ダー
ラ，浮彫，『大阿弥陀経』，無量 寿経 ，仏 国土 の 顕現，神変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （龍谷大学非常勤講師）

一 362一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


